
昭和40年ごろの「織物の八王子」タワーと八王子駅。
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織物は今、八王子の伝統工芸として守られているが、

長きにわたり術の発展に大きな役割を果たしてきた。

八
王
子
が
江
戸
時
代
に
宿
場
町

と
し
て
大
い
に
栄
え
た
こ
と
は
す

で
に
触
れ
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
街
の

発
展
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

の
が
織
物
業
。
も
と
も
と
多
摩
地

域
で
は
農
家
の
副
業
と
し
て
細
々

と
養
蚕
、
製
糸
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、
江
戸
時
代
末
期
の
横
浜
開

港
を
き
っ
か
け
に
、
八
王
子
は
そ
の

地
の
利
か
ら
生
糸
の
集
積
地
と
な
っ

糸
の
増
加
と
と
も
に
、
街
は
い
っ
そ

う
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
。

そ
の
後
、
織
機
の
機
械
化
が
進
む

と
と
も
に
織
物
業
は
さ
ら
に
発
展
。

大
正
時
代
に
は
八
王
子
は
織
物
の

街
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の

た
め
、
一
時
途
絶
え
た
が
、
昭
和
2
0

年
代
半
ば
に
は
完
全
復
活
。
そ
の

象
徴
と
も
い
え
る
の
が
、
昭
和
3
5
年

ー
，
－

建
て
ら
れ
た
「
織
物
の
八
王
子
」
タ

ワ
ー
。
だ
が
、
昭
和
4
0
年
代
以
降
、

織
物
業
は
急
速
に
縮
小
。
ネ
ク
タ

イ
や
シ
ョ
ー
ル
の
生
産
へ
と
シ
フ
ト
し
、

タ
ワ
ー
も
駅
前
北
口
再
開
発
の
た

め
平
成
9
年
に
撤
去
さ
れ
た
。

タ
ワ
ー
同
様
に
、
昭
和
の
八
王
子

の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
も
の
に
、
ま
る

き
百
貨
店
（
昭
和
3
5
開
業
、
同
4
3

年
閉
店
）
と
イ
ノ
ウ
エ
百
貨
店
（
昭

和
3
8
年
開
業
、
同
4
6
年
閉
店
）
が

あ
る
。
少
し
年
配
の
方
で
あ
れ
ば
、

こ

の
ふ
た
つ
の
百
貨
店
の
屋
上
遊

地
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
持
っ
て
い

る
人
た
ち
も
多
い
は
ず
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
八
王
子
の

名
物
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
が
毎
週
日

曜
に
甲
州
街
道
の
横
山
町
と
追
分

町
間
で
行
わ
れ
て
い
た
歩
行
者
天

国
だ
。
昭
和
4
7
年
に
始
ま
り
、
車

道
に
パ
ラ
ソ
ル
と
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
、

く
つ
ろ
ぐ
人
々
が
多
く
み
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
も
交
通
量
の
増
大
の

た
め
、
昭
和
5
2
年
日
月
を
最
後
に

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

昭
和
か
ら
平
成
に
入
り
、
八
王

子
駅
北
口
か
ら
始
ま
っ
た
再
開
発

は
平
成
2
2
年
、
南
口
側
の
完
成
で

完
了
し
た
。
駅
周
辺
の
変
化
は
、

周
囲
の
商
店
街
な
ど
に
も
活
気
を

も
た
ら
し
、
今
も
街
づ
く
り
の
さ
な

か
に
あ
る
。


